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【科目】[ 情報機器総論 ]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科・4 年次
【担当教員】

五十嵐 睦夫

【授業目標・教育方針】
　電子メディア工学科では、各種情報が電子メディアにおいてどのように伝送されるかを学ぶが、電子メディアを自
ら物質的に調製してみる機会はあまりない。一方、物質工学科では物質的電子メディアの原材料となる物質を調製す
る方法は学ぶが、その原材料が物質的電子メディアとして如何に活用されるかについて経験する機会はほとんどない。
　以上の状況を考慮し、本科目では小型情報機器において物質が電子メディアとして如何に活用されるに至るかを講
義する。その際、表示デバイスを物質材料の段階から自作し、情報がそこに表示されるに至るまでを自ら構成してみ
ることにする。具体的には、小型情報機器の実現に不可欠であるワンチップマイコンを活用し、それまでに培った各
学生の情報処理能力を活用して自らプログラミングを行い、自ら作製した表示デバイスを駆動してみることにする。
　電子デバイス等の実現には、物質科学的な知見を随所に生かす必要がある。逆に、物質科学の知識を電子デバイス
等の実現に結びつけるには、電子工学的な知識が欠かせない。電子メディア工学科および物質工学科の学生が共同作
業を通して相互に影響し合うことも有益であろう。その作業過程における視野の拡大にも期待する。

【授業概要】
・情報表現のハードウェア基礎の概要講義（論理回路・２進数表現・表示素子）
・情報の処理手段全般についての概要講義および実習（ワンチップマイコン・スイッチング回路・シリアル通信・回
路製作実習）
・情報表示のハードウェアについての講義および実習（Ｃ言語・プログラミング・液晶表示器の製作および駆動）

【教科書・教材・参考書 等】
教科書は特に指定しません。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
板書を用いた授業と実習を織り交ぜて実施します。実習の場合には、全体を２グループに分けて片方づつで取り組ん
でもらいます。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：30%，期末試験：30%，レポート：40%，その他：「レポート」には実習への取り組みへの評価を含
みます。

【本校の学習・教育目標】
○ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：[ 情報機器総論 ]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 序論（前半） 授業全体の概要および授業前半部への序論
第 2 回・第 3 回 論理回路と表示 ・論理と電圧レベル

・NOT 回路・AND 回路・OR 回路
・フリップフロップとカウンタ
・２進数および 16 進数による数表現
・Ｃ言語，変数とレジスタ
・表示素子概要（ＬＥＤ，液晶，有機ＥＬ，ＣＲＴモ
ニタ）
・表示素子ドライブ法（トランジスタによるスイッチ
ング）

第 4 回～第 7 回 ワンチップマイコン
概説および回路製作実習

・ワンチップマイコン概説
・シリアル通信概説
・マイコン回路製作実習
［組み立ておよび動作試験］

レポート

第 8 回 中間試験 	

第 9 回 序論（後半） 授業後半部への序論
第 10 回～第
13 回 	

液晶パネルの製作およびプログ
ラミング実習

・液晶駆動原理解説
・プログラミング実習
・液晶調製
・塗布法による液晶表示器製作

レポート

第 14 回 まとめ 発表会に向けてのまとめ作業
第 15 回 成果発表 実習結果報告会 期末試験 	
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